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今
年
度
、
鬼
北
町

文
化
協
会
は
平
成
十

七
年
五
月
の
創
立
か

ら
二
十
年
目
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
二
十

年
目
の
節
目
で
会
報
「
鬼
北
の
文
化
」
第

四
十
二
号
を
特
集
号
と
し
て
発
行
し
ま
し

た
。
内
容
と
し
て
は
、
平
成
二
十
八
年
三

月
に
発
刊
さ
れ
た
記
念
誌
「
鬼
北
町
文
化

協
会
十
年
の
歩
み
」
を
引
き
継
い
だ
も
の

で
、
将
来
発
行
が
予
想
さ
れ
る
「
記
念
誌
」

等
の
資
料
と
し
て
役
立
つ
会
報
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
合
併
後
は
、「
鬼
北
町
文
化
協
会
規
約
」

の
目
的
・
組
織
等
に
沿
っ
て
各
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
特
に
、三
大
事
業
で
あ
る「
き

ほ
く
作
品
展
」・「
き
ほ
く
芸
能
ま
つ
り
」・

「
県
展
移
動
展
」
等
は
、
一
時
期
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
開
催
が
中
止
さ
れ
ま

し
た
が
復
活
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

各
団
体
に
於
い
て
も
、
個
々
に
活
躍
さ
れ

有
意
義
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
各
団
体
へ
の
後
押
し
が
で
き
る
体
制

を
構
築
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
座
右

の
銘
は
「
継
続
は
力
な
り
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
各
団
体
（
会
員
）・
鬼
北
町

の
協
力
等
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
人
口

減
少
に
伴
い
、
加
入
団
体
が
減
少
し
、
問

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
各
地

域
に
於
い
て
小
グ
ル
ー
プ
で
活
動
さ
れ
て

い
る
方
々
に
も
呼
び
掛
け
て
、
協
会
組
織

の
拡
大
・
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
大

事
な
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。
慣
例
に
は
な

り
ま
す
が
、
可
能
な
事
業
・
行
事
等
を
毎

年
開
催
し
、
新
し
い
こ
と
等
を
取
り
入
れ

な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
次
世
代
へ
継
続

さ
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
令
和
十
年
に
国
民
文
化
祭

が
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。
鬼
北
会
場
と
し
て
参
加
す
る
団

体
に
と
っ
て
は
、
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
が
で

き
る
最
高
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ま
だ
開
催

に
つ
い
て
の
詳
細
は
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

詳
細
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
追
っ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
七
年
の
国
民
文
化
祭
は
長
崎
県
で

開
催
さ
れ
、「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
二

〇
二
五
」（
第
四
十
回
国
民
文
化
祭
）
及
び

（
第
二
十
五
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
）

に
視
察
研
修
者
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
視
察
先
は
、「
な
が
さ
き
ピ
ー

ス
ア
ー
ト
展
」
と
「
い
け
ば
な
の
祭
典
」
の

二
つ
で
、
前
者
の
展
示
会
は
、
障
害
者
の

方
と
県
展
に
入
賞
さ
れ
た
方
の
作
品
が
同

じ
会
場
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
障
害

者
の
方
の
作
品
解
説
で
は
、
ご
家
族
や
施

設
の
方
な
ど
身
の
回
り
の
方
の
優
し
い
言

葉
で
綴
ら
れ
て
お
り
、
見
学
者
に
感
動
を

与
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

照
明
等
の
設
備
も
充
実
し
た
環
境
で
の
展

示
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
視
察
二
件
目
の
「
い
け
ば
な
の
祭
典
」
は
、

五
つ
の
流
派
の
お
家
元
が
、
高
さ
三
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
大
作
を
展
示
し
て
お
り
、
来

場
者
が
圧
倒
さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
会
場
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
、
笑

顔
で
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
き
、
心
温
ま

る
思
い
で
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
今
回
の
、

視
察
研
修
の
目
的
は
十
分
に
果
た
せ
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
は
、
高
知
県
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
隣
県
で
の
開
催
な
の
で
、
各
団

体
が
他
県
の
発
表
活
動
の
場
を
見
学
す
る

こ
と
で
何
か
吸
収
で
き
る
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
研
修
旅
行
先
に
つ
い

て
も
国
民
文
化
祭
の
見
学
等
を
取
り
入
れ

て
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
鬼
北
町
文
化
協
会
へ
の
御
支

援
・
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
鬼

北
町
・
鬼
北
町
教
育
委
員
会
・
地
域
町
民

の
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
御
指
導
・
御
鞭
撻
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小原流お家元の大作
（ながさきピース文化祭2025 いけばなの祭典にて）

幼稚園児作成 文化祭ロゴマークのモザイクアート
（ながさきピース文化祭2025 ながさきピースアート展にて 事務局・会長）
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富母里神楽で太鼓をたたく中学生風の男BUZAEMONの収録に行った
日吉一揆を起こす会のメンバー
(近藤氏、大村氏、地域おこし協力
隊の井谷氏・増留氏と娘さん)

等妙寺deぞえな祭の様子

文
化
協
会
二
十
周
年
に
際
し
て

～
鬼
北
町
の
取
り
組
み
～

鬼
北
町
長

鬼
北
町
長

兵
　
頭
　
誠
　
亀

兵
　
頭
　
誠
　
亀

　
昨
年
秋
、
日
吉
の
富
母
里
神
楽
を
拝
見
す

る
機
会
が
あ
っ
た
。
寒
い
日
で
あ
っ
た
が
、

地
元
の
方
だ
け
で
な
く
神
楽
そ
の
も
の
を

愛
す
る
他
地
域
の
方
の
観
覧
も
あ
り
、
地
域

行
事
の
奥
深
さ
を
感
じ
た
。
ま
た
、
地
元
の

中
学
生
が
笛
や
太
鼓
に
挑
戦
し
て
い
る
姿

に
は
、
微
笑
ま
し
さ
と
と
も
に
驚
き
・
感
動

さ
え
も
覚
え
た
。

　
ま
た
十
二
月
に
は
、
南
海
放
送
本
町
会
館

で
、
ラ
ジ
オ
公
開
生
ド
ラ
マ
「
風
の
男
Ｂ
Ｕ

Ｚ
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」
が
開
催
さ
れ
、「
日
吉
一

揆
を
起
こ
す
会
」
数
名
と
と
も
に
参
加
し

た
。

　
こ
の
ラ
ジ
オ
公
開
生
ド
ラ
マ
は
、
南
海
放

送
田
中
会
長
の
肝
入
り
で
数
多
く
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
総
勢
百
名

程
に
上
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

に
、
日
吉
在
住
の
青
年
ら
五
名
も
出
演
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
た
。

　
江
戸
時
代
の
数
あ
る
一
揆
の
中
で
、
訴
え

が
認
め
ら
れ
た
希
少
な
実
話
を
、
配
役
に
乗

り
移
っ
た
が
ご
と
く
感
情
豊
か
に
表
現
さ

れ
て
い
く
。
極
め
て
質
が
高
く
、
思
わ
ず

見
入
っ
て
聞
き
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
時

間
程
の
生
ラ
ジ
オ
番
組
は
あ
っ
と
い
う
間

に
フ
ィ
ナ
ー
レ
。
そ
の
場
面
で
は
、
私
自

身
そ
し
て
日
吉
の
方
々
も
感
動
し
、
涙
腺

に
ま
で
影
響
し
た
。

　
時
代
が
移
り
変
わ
っ
て
も
、
鬼
北
日
吉

住
民
に
根
付
く
「
思
い
・
誇
り
」
を
松
山

の
地
で
披
露
で
き
た
こ
と
は
こ
の
上
な
い

喜
び
で
あ
り
、
本
当
に
有
難
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
奈
良
山
等
妙
寺
史
跡
公
園
が

完
成
オ
ー
プ
ン
し
一
年
が
経
過
し
た
。
現

在
、
文
化
財
に
は
、
国
の
方
針
と
し
て
、
地

域
の
方
々
の
利
用
や
ま
ち
づ
く
り
・
観
光

の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
「
し
っ
か
り
活
用
」

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
現
在
の
奈
良
山
等
妙
寺
歴
史

交
流
館
の
館
長
は
毎
月
の
よ
う
に
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
、
歴
史
の
解
説
だ
け

で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
そ
の
公
園
・
場

所
が
来
場
者
の
心
の
中
に
寄
り
添
え
る
か
、

リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
率
先
し
て
利
用
し
て

も
ら
え
る
の
か
…
そ
の
よ
う
な
考
え
を
巡

ら
せ
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

活
動
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、「
鬼
北
の
名

前
の
由
来
講
演
」「
鬼
の
ま
ち
の
妖
怪
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
紙
芝
居
」「
夕
涼
み
会
」「
ト

レ
ッ
キ
ン
グth

e

雲
海
」「
秋
の
朝
修
行
」「
等

妙
寺
de
ぞ
え
な
祭
」
な
ど
、
主
と
な
り
従

と
な
り
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
日
吉
明
星
ヶ
丘
文
化
施
設
の

活
性
化
に
向
け
て
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

井
谷
氏
が
日
吉
地
域
内
の
み
な
ら
ず
、
県

内
外
に
て
鬼
北
の
Ｐ
Ｒ
・
情
報
発
信
に
活

動
さ
れ
て
い
る
。

　
鬼
北
の
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
心

に
汗
か
き
奮
闘
さ
れ
る
方
々
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。
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　〈
視
察
研
修
・
文
化
交
流
会
他
〉

平
成
二
十
八
年
度

平
成
二
十
八
年

　
五
月
十
一
日

　
　
芝
令
香
元
会
長

　
　
愛
媛
県
地
域
文
化
功
労
賞
　
受
賞

　
　
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル

　
十
一
月
十
七
日

　
　
一
日
視
察
研
修
　
二
十
名
参
加

　
　
　
高
知
県
梼
原
町
役
場
見
学

　
　
　
　
〃
　
津
野
町
焼
物
工
房

平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年

　
十
二
月
五
日

　
　
一
日
視
察
研
修
　
十
一
名
参
加

　
　
　
西
予
市
野
村
町
土
居
家
見
学

　
　
　
　
〃
　
城
川
町
遊
子
川
活
性
活
動

　
　
　

平
成
三
十
年
度

平
成
三
十
年

　
十
一
月
二
十
七
日

　
　
一
日
視
察
研
修
　
十
六
名
参
加

　
　
　
愛
媛
県
久
万
高
原
町
　
久
万
美
術
館

　
　
　
愛
媛
県
砥
部
町
　
坂
村
真
民
記
念
館

令
和
元
年
度

令
和
元
年

　
七
月
七
日
　
鬼
北
洋
楽
グ
ル
ー
プ
発
表
会

　
　
　
三
間
町
三
間
公
民
館

　
　
　
鬼
北
洋
楽
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

　
十
二
月
十
五
日
　
文
化
交
流
会

　
　
　
伊
予
郡
松
前
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
松
前
町
文
化
協
会

　
　
　
十
五
名
参
加

令
和
二
年

　
二
月
四
日
〜
二
月
九
日

　
　
鬼
北
町
中
央
公
民
館

　
二
月
十
一
日
〜
二
月
十
六
日

　
　
日
吉
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
鬼
北
地
区
巡
回
美
術
展

　
　
　
鬼
北
地
区
文
化
協
会
連
絡
会

令
和
二
年
度

令
和
二
年
　
四
月
二
十
四
日

　
　
鬼
北
町
文
化
協
会
総
会
　
書
面
開
催

　
※
コ
ロ
ナ
中
止

　
　（
第
十
六
回
芸
能
ま
つ
り
、
鬼
北
地
区

　
　
巡
回
美
術
展
、
研
修
・
交
流
会
）　

令
和
三
年
度

令
和
三
年

　
五
月
七
日

　
　
鬼
北
町
文
化
協
会
総
会
　
書
面
開
催

　
七
月
九
日

　
　 

き
ほ
く
芸
能
祭
り
開
催
可
否
の
調
査

　
　
書
面
開
催

　
十
二
月
十
日

　
　 

き
ほ
く
芸
能
祭
り
開
催
可
否
の
調
査

　
　
書
面
開
催
（
第
二
回
）

　
※
コ
ロ
ナ
中
止

　
　（
第
十
七
回
芸
能
ま
つ
り
、
鬼
北
地
区

　
　
巡
回
美
術
展
、
研
修
・
交
流
会
）

令
和
四
年
度

令
和
四
年
　
四
月
二
十
四
日

　
　
鬼
北
町
文
化
協
会
総
会
　
書
面
開
催

　
※
コ
ロ
ナ
中
止

　
　（
第
十
八
回
芸
能
ま
つ
り
、
鬼
北
地
区

　
　
巡
回
美
術
展
、
研
修
・
交
流
会
）

令
和
五
年
度

令
和
五
年
　
十
一
月
十
八
日

　
　
第
十
九
回
き
ほ
く
芸
能
ま
つ
り

　
　
暴
風
警
報
の
た
め
中
止

令
和
六
年
　
一
月
二
十
七
日
　
九
名
参
加

　
　
一
日
視
察
研
修
（
各
団
体
代
表
）

　
　
　
大
洲
市
　
大
洲
城
・
町
並
み
散
策

令
和
六
年
度

令
和
六
年
　
三
大
イ
ベ
ン
ト
再
開

令
和
七
年
　
二
月
九
日

　
　
一
日
視
察
研
修
　
積
雪
の
た
め
中
止

　
　
　（
宇
和
島
市
伊
達
博
物
館
・
南
楽
園
）

令
和
七
年
度

令
和
七
年

　
十
月
九
日
〜
十
月
十
二
日

　
　
第
二
十
一
回
き
ほ
く
作
品
展

　
　
　
広
見
体
育
セ
ン
タ
ー

　
十
一
月
十
五
日

　
　
第
二
十
一
回
き
ほ
く
芸
能
ま
つ
り

　
　
　
広
見
体
育
セ
ン
タ
ー

　
十
一
月
二
十
日
〜
十
一
月
二
十
五
日

　
　
第
七
十
四
回
秋
季
県
展
移
動
展

　
　
　
広
見
体
育
セ
ン
タ
ー

　
十
二
月
十
三
日

　
　
一
日
視
察
研
修

　
　
　 

鬼
北
町
奈
良
山
等
妙
寺
歴
史
交
流
館
・

　
　
　
史
跡
公
園
　
八
名
参
加

   　　
三
月
一
日

　
　
会
報
「
鬼
北
の
文
化
」
特
集
号
発
行

頂上の展望台で富田館長と記念写真

楽しいガイド付きの大洲研修

　《
毎
年
の
取
り
組
み
》

　　
三
大
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
　
一
、
き
ほ
く
作
品
展
（
で
ち
こ
ん
か

　
　
　
　
同
時
開
催
）

　
　
二
、
き
ほ
く
芸
能
ま
つ
り

　
　
三
、
秋
季
県
展
移
動
展

　
会
報
の
発
行

　
　
鬼
北
の
文
化
　
九
月
一
日
号

　
　
鬼
北
の
文
化
　
三
月
一
日
号

　
研
修
及
び
他
文
化
協
会
と
の
交
流
会

鬼
北
町
文
化
協
会
合
併
後

十
一
～
二
十
年
の
歩
み
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年　　度 会　　長 副　会　長 事務局長 会　　計 監　　事

平成27・28年度 井芝　千章 佐久間　優 松岡　美保 宇都宮克己 山本美恵子 武田　国次 善家　慶子

平成29・30年度 井芝　千章 佐久間　優 松岡　美保 宇都宮克己 入舩佳代子 武田　国次 善家　慶子

令和１・２年度 井芝　千章 河添　英樹 松岡　美保 宇都宮克己 谷口美智代 武田　国次 佐々木友子

令和３・４年度 河添　英樹 宇都宮克己 松岡　美保 薬師寺須賀子 児玉　正則 平野　邦彦 佐々木友子

令和５・６年度 松岡　美保 宇都宮克己 武田　国次 児玉　正則 児玉　正則 井上　静雄 佐々木友子

令和７年度 松岡　美保 井上　静雄 佐々木友子 児玉　正則 児玉　正則 中川　博之 川添　勝代

年度区分 加入団体数

部　門　別　団　体　数

展　示 芸　能 文芸・生活文化 文化財・郷土芸能

平成28年度 63団体 20団体 18団体 13団体 12団体

平成29年度 59団体 21団体 13団体 13団体 12団体

平成30年度 55団体 18団体 13団体 12団体 12団体

令和１年度 52団体 18団体 13団体 10団体 11団体

令和２年度 46団体 15団体 12団体 10団体 ９団体

令和３年度 42団体 14団体 ９団体 10団体 ９団体

令和４年度 39団体 13団体 ９団体 ９団体 ８団体

令和５年度 40団体 13団体 ９団体 ９団体 ９団体

令和６年度 36団体 13団体 ６団体 ８団体 ９団体

令和７年度 35団体 12団体 ６団体 ８団体 ９団体

　平成28年５月11日開催の愛媛県文化協会総会に於いて、当文化協会の芝　令香元会長が標記の功労賞を受賞されました。

芝　令香元会長は町内文化活動の発展向上や、鬼北町文化協会設立にも尽力され、設立後も会長職を務めながら近隣市町

との文化交流事業の発展や愛媛県文化協会理事等の役職に就かれご活躍されました。

加入団体数（会報より抜粋）加入団体数（会報より抜粋）

会　員　表　彰会　員　表　彰

歴代文化協会役員名簿（平成27年度～令和７年度）歴代文化協会役員名簿（平成27年度～令和７年度）

※愛媛県文化協会「地域文化功労賞」受賞
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山
野
草
と
と
も
に

鬼
北
山
野
草
会

鬼
北
山
野
草
会

武
　
田
　
国
　
次

武
　
田
　
国
　
次

　
鬼
北
山
野
草
会
と
し
て
新
た

な
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
今

年
で
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
に
は
、
忘
れ
難
い

喜
び
と
と
も
に
、
深
い
悲
し
み

や
困
難
も
経
験
し
ま
し
た
。
会

員
三
名
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ

と
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

二
年
間
、
展
示
会
を
は
じ
め
と

す
る
活
動
を
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
試
練
で
し
た
。

ま
た
、
南
予
地
方
の
他
の
山
野

草
会
が
、
高
齢
化
と
コ
ロ
ナ
禍

を
機
に
相
次
い
で
解
散
す
る
な

ど
、
山
野
草
会
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

現
在
、
鬼
北
山
野
草
会
の
会
員

十
一
名
の
多
く
も
高
齢
者
で
あ

り
、
会
の
存
続
に
不
安
を
抱
く

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
山

野
草
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方

に
伝
え
る
こ
と
を
使
命
と
し
、

若
い
世
代
を
含
む
新
た
な
仲
間

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
年
間
五
回
の
展
示
会
を

続
け
て
い
ま
す
。
四
月
・
五
月

の
展
示
会
で
は
、
早
春
の
息
吹

や
華
や
ぎ
、
そ
し
て
多
彩
な
山

ア
ジ
サ
イ
の
美
し
さ
を
紹
介
し

ま
す
。
六
月
に
は
、
繊
細
な
葉

姿
が
涼
を
呼
ぶ
初
夏
の
山
野
草

を
、
十
月
に
は
、
実
も
の
や
紅

葉
が
深
ま
る
秋
を
、
十
二
月
に

は
、
縁
起
の
良
い
花
木
を
用
い

た
新
春
を
飾
る
展
示
を
行
い
、

四
季
折
々
の
自
然
の
息
吹
を
感

じ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
展
示
会
で
は
、
会
員
そ
れ
ぞ

れ
が
個
性
を
活
か
し
、
草
木
の

姿
と
鉢
の
調
和
、
飾
り
方
の
工

夫
に
心
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
方
に
「
癒
さ
れ
た
」「
季

節
を
感
じ
ら
れ
た
」
な
ど
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
作

品
一
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
仕
上

げ
、
次
回
も
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
る
展
示
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
展
示
会
当
日
は
、

山
野
草
愛
好
者
と
の
交
流
や
情

報
交
換
が
弾
み
、
時
間
を
忘
れ

る
ほ
ど
意
気
投
合
し
、
互
い
の

刺
激
と
な
る
豊
か
な
ひ
と
と
き

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
会
員
独
自
の
作
風

を
磨
き
、
こ
だ
わ
り
の
逸
品
づ

く
り
に
も
挑
戦
し
な
が
ら
、
よ

り
魅
力
あ
る
展
示
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
草
花
を
慈
し

み
、
仲
間
と
感
動
を
分
か
ち
合

い
、
心
癒
さ
れ
る
時
間
を
と
も

に
過
ご
す
こ
と
は
、
私
た
ち
に

太
鼓
集
団 

魁

太
鼓
集
団

太
鼓
集
団  

魁
会
長

魁
会
長

二
　
宮
　
吉
　
弘

二
　
宮
　
吉
　
弘

　
こ
の
度
は
、
鬼
北
町
文
化
協

会
二
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
当
団
体
「
魁
さ
き
が
け」
は
平
成
二
年

二
月
に
当
時
の
広
見
町
の
支
援

を
受
け
、
町
の
活
性
化
の
た
め
、

町
民
の
有
志
に
よ
っ
て
設
立
い

た
し
ま
し
た
。
当
時
近
隣
に
は

太
鼓
チ
ー
ム
が
多
く
誕
生
し
て

お
り
「
今
更
太
鼓
」
と
言
う
批

判
も
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、
創

成
期
メ
ン
バ
ー
の
熱
意
と
「
太

鼓
集
団
天
邪
鬼
」
代
表
渡
辺
洋

一
氏
を
師
と
し
て
迎
え
入
れ
指

導
を
受
け
、
お
稽
古
の
度
に
脱

落
者
が
出
る
ほ
ど
の
厳
し
い
練

習
に
も
耐
え
十
一
月
発
表
会
を

迎
え
ま
し
た
。

　
以
降
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
師

の
教
え
で
あ
る
「
和
太
鼓
の
も

つ
音
の
追
求
」「
受
け
継
が
れ

て
い
く
音
」
を
テ
ー
マ
に
練
習

を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
平
成
四

年
に
は
福
井
県
で
行
わ
れ
た
国

民
文
化
祭
に
愛
媛
県
代
表
と
し

て
太
鼓
を
披
露
す
る
栄
に
浴
す

る
機
会
を
与
え
て
も
ら
い
、
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ

の
後
も
大
太
鼓
一
本
打
ち
で
日

本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
二
名
、
太
鼓

コ
ン
テ
ス
ト
で
も
上
位
入
賞
等

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

発
足
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
還
暦

を
迎
え
、
こ
こ
数
年
は
七
〜
八

名
程
度
の
人
数
で
の
活
動
を
強

い
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
来
て
小
学
生
か
ら
高
校
生
の

子
供
た
ち
が
入
会
し
て
く
れ
て

活
気
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て
来
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
私
の
孫
が

二
人
お
り
ま
す
。「
じ
い
ち
ゃ

ん
練
習
行
こ
う
」
そ
う
言
っ
て

は
誘
っ
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

元
々
出
席
率
が
あ
ま
り
よ
く
な

か
っ
た
私
、
今
で
は
一
〜
二
番

の
出
席
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
孫

と
一
緒
に
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
汗
を
流
し
泣
き
笑
い
、
本
当

に
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
今

年
、
古
希
を
迎
え
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
老
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
百
歳
ま
で
カ
ッ
コ
イ
イ

太
鼓
打
ち
で
あ
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
魁
と
言
う
名
前
で
す
が

「
先
駆
け
る
先
陣
を
切
っ
て
他

者
を
導
く
」
な
ど
と
い
う
意
味

が
あ
り
、
そ
う
あ
り
た
い
と
常

に
思
い
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
一
層
の
努
力
と
精
進

を
重
ね
、
よ
り
良
い
音
を
心
地

よ
い
リ
ズ
ム
を
、
そ
し
て
笑
顔

を
皆
様
に
届
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

と
っ
て
生
き
が
い
そ
の
も
の
で

す
。
山
野
草
の
静
か
な
生
命
力

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
魅

力
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で

い
く
こ
と
…
そ
れ
が
鬼
北
山
野

草
会
の
願
い
で
あ
り
、
歩
み
続

け
る
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
尚
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

会長と会長のお孫さんが一緒にステージに立つ様子 奈良山等妙寺史跡公園での演奏

初夏の山野草展の様子
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愛
治
俳
句
会
の
活
動

愛
治
俳
句
会

愛
治
俳
句
会

末
　
廣
　
典
　
子

末
　
廣
　
典
　
子

一
　
月
例
句
会
（
月
一
回
）

　
第
一
金
曜
日
、
場
所
は
公
民
館
。
会
員
八
名
。

各
自
持
ち
寄
っ
た
句
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
、
そ
こ

か
ら
好
き
な
句
を
選
び
評
を
述
べ
る
。
自
分
の
句

は
選
ば
ず
、
他
の
人
の
句
の
良
い
と
こ
ろ
を
出
し
、

最
後
に
久
保
田
ユ
ズ
ル
主
宰
が
ま
と
め
を
す
る
。

二
　
吟
行
句
会

　
コ
ロ
ナ
の
た
め
ま
と
ま
っ
て
行
く
こ
と
は
な
く

な
っ
た
が
、
各
自
が
俳
句
の
種
を
さ
が
し
に
遠
出

を
す
る
。
旧
愛
治
中
を
移
築
し
た
牛
舎
を
西
予
市

に
訪
ね
た
。
小
さ
な
銀
杏
の
木
を
植
え
て
ス
タ
ー

ト
し
た
牛
舎
は
、
今
年
で
し
ま
い
と
な
る
。
木
は

大
木
と
な
り
あ
た
り
一
面
黄
金
色
に
し
、
一
ト
ン

に
な
る
黒
牛
を
う
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
た
。

三
　
句
集
発
行

　
十
三
年
前
、
小
句
集
「
山や

ま

峡か
い

」
を
出
し
た
。

今
年
続ぞ

く

「
山
峡
」
を
出
す
。
故
人
と
な
っ
た
者
、

九
州
に
里
帰
り
し
た
者
、
施
設
に
入
居
し
た
者
、

句
集
の
中
で
今
一
度
集
う
こ
と
に
な
る
。

四
　
俳
句
大
会
へ
の
参
加

　
各
地
で
主
催
さ
れ
る
俳
句
大
会
に
応
募
を
す
る
。

松
野
町
の
不
器
男
忌
俳
句
大
会
・
八
幡
浜
市
の
赤か

黄き

男お

忌
俳
句
大
会
・
松
山
市
の
子
規
顕
彰
全
国
俳

句
大
会
等
、
様
々
に
募
集
が
さ
れ
て
い
る
。
大
会

が
好
み
そ
う
な
句
を
選
び
出
展
料
と
共
に
送
る
。

五
　�

愛
治
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
で
人
気
投
票

　
回
を
重
ね
今
年
は
七
十
名
を
越
え
る
投
票
が

あ
っ
た
。
今
年
は
入
会
し
て
間
も
な
い
会
員
の

句
が
一
位
と
な
り
、
悲
喜
交
交
会
員
も
楽
し
ま

せ
て
も
ら
っ
た
。

繋
ぎ
伝
え
る

近
永
五
つ
鹿
踊
り
保
存
会

近
永
五
つ
鹿
踊
り
保
存
会

下
　
田
　
　
　
新

下
　
田
　
　
　
新

　「
回
れ
回
れ
水
車
遅
く
回
り
て
関
に
止
ま
る
な
」

　
歌
と
笛
に
合
わ
せ
て
踊
る
近
永
五
つ
鹿
踊
り
は
、

宇
和
島
の
八
つ
鹿
踊
り
を
ル
ー
ツ
に
各
地
に
伝
え

ら
れ
た
も
の
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
踊
り

は
、
弓
瀧
神
社
の
秋
祭
り
の
行
事
と
し
て
五
穀
豊

穣
を
祈
願
し
古
く
か
ら
踊
り
継
が
れ
て
き
て
い
る
。

　
私
も
中
学
時
代
の
三
年
間
、
踊
り
子
と
し
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
当
時
の
世
話
役
は
川
添

正
高
氏
（
の
ぼ
り
店
）・
指
導
者
は
清
家
丸
普
美

氏
（
畳
店
）・
尾
﨑
哲
夫
氏
で
あ
っ
た
。
本
来
の

踊
り
は
十
番
編
成
の
本
踊
り
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ

が
、
我
々
が
教
わ
っ
た
踊
り
は
、
三
番
編
成
の
短

縮
版
で
あ
っ
た
。
現
在
の
踊
り
は
、
さ
ら
に
短
く

二
番
編
成
に
な
っ
て
い
る
。
今
と
な
っ
て
は
、
歌

詞
が
伝
わ
る
の
み
で
、
本
踊
り
を
知
る
方
は
残
っ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
平
成
の
時
代
に
は
一
時
期
中
断
し
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
平
成
十
四
年
に
地
域
の
要
望
に
応

え
復
活
し
た
。
当
時
の
各
地
区
の
神
社
総
代
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
高
田
直
義
氏
・
広
田
憲
明
氏
・

田
中
豊
氏
の
世
話
役
を
中
心
に
尾
﨑
哲
夫
氏
の
指

導
の
下
、
繋
ぎ
伝
え
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
折
に
、

鬼
北
町
文
化
協
会
に
加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　
平
成
三
十
年
か
ら
は
、
河
野
昭
夫
氏
と
私
で
世

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
早
い
も
の
で
引

き
継
い
で
か
ら
八
年
と
な
る
。
そ
の
間
に
、
時
代

は
令
和
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
継
承
は
困
難
を

極
め
た
。
街
頭
で
の
踊
り
は
で
き
ず
、
弓
瀧
神
社

境
内
で
の
奉
納
と
い
う
形
で
何
と
か
繋
ぐ
こ
と
が

で
き
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
踊
り
子
の
中
学
生

や
そ
の
保
護
者
、
関
係
者
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　
今
後
、
伝
統
芸
能
の
継
承
に
は
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
子
供
の
数
の
減
少
・
指
導
者
の
高
齢

化
等
々
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
厳
し
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
先
人
が
熱
い
想
い
を
持
っ
て
繋
い

で
い
た
だ
い
た
襷
た
す
き

を
何
と
か
次
世
代
に
繋
げ
ら
れ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
近
永

の
秋
祭
り
に
映
え
る
優
雅
な
五
つ
鹿
踊
り
の
風
景

を
、
後
世
に
繋
ぎ
伝
え
て
い
き
た
い
。

令和６年度開催時の様子

平成14年頃 活動再開時の様子

愛治「ふれあい祭り」での人気投票の様子

西予市の銀杏と牛舎

動
か
し
た
鉢は
ち

の
下
に
は
蟻あ
り

社し
ゃ

会か
い

　
岡
田
　
正
惠
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副
会
長

副
会
長井

　
上
　
静
　
雄

井
　
上
　
静
　
雄

副
会
長

副
会
長佐

々
木
　
友
　
子

佐
々
木
　
友
　
子

事
務
局
長
兼
会
計

事
務
局
長
兼
会
計

児
　
玉
　
正
　
則

児
　
玉
　
正
　
則

　
広
見
体
育
セ
ン
タ
ー
の
扉
を

開
け
る
と
、
第
二
十
一
回
き
ほ
く

作
品
展
の
世
界
が
広
が
る
。
広
々

と
し
た
空
間
に
、
き
ほ
く
の
老
若

男
女
が
持
っ
て
い
る
才
能
を
見

事
に
発
揮
さ
れ
て
い
て
、
素
晴
ら

し
い
。

　
と
り
こ
に
な
っ
た
一
つ
に
小
学

一
年
生
の
「
キ
ラ
キ
ラ
ワ
ニ
さ
ん
」

が
あ
る
。
私
の
常
識
や
創
造
を

絶
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
創
作
ス
タ
イ

ル
と
色
使
い
の
や
さ
し
さ
で
、
人

間
の
感
性
っ
て
ど
こ
ま
で
深
い
ん

だ
？ 

と
驚
い
た
。
ま
た
、
保
育

所
・
小
中
高
校
生
・
老
人
ク
ラ

ブ
・
婦
人
会
・
書
道
団
体
・
絵
画
・

鬼
北
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
・
山
野
草
等
、
様
々
な
『
力

作
』
が
揃
っ
て
い
る
。
会
場
で

は
、
日
頃
会
え
な
か
っ
た
人
達
と

の
出
会
い
も
多
く
生
ま
れ
て
、
心

温
ま
る
の
も
嬉
し
い
。

　
開
催
時
期
の
十
月
九
日
か
ら

十
二
日
（
で
ち
こ
ん
か
二
〇
二
五

当
日
）
ま
で
に
、
作
品
を
鑑
賞

し
て
い
た
だ
い
た
方
が
、
昨
年

を
上
回
る
八
百
二
十
三
名
で
あ
っ

た
。
作
品
の
創
作
か
ら
出
品
展

示
、
会
場
片
付
け
ま
で
数
多
く

の
皆
様
の「
ご
協
力
の
た
ま
も
の
」

が
此こ

処こ

に
あ
る
こ
と
に
、
深
い
感

　
第
二
十
一
回
き
ほ
く
芸
能
ま
つ

り
が
、
十
一
月
十
五
日（
土
）
十

三
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

百
五
十
二
名
の
来
場
が
あ
り
ま

し
た
。
出
演
団
体
は
、
鬼
北
文

楽
保
存
会
、
輪
の
会 

日
吉
支
部
、

清
吟
堂 

吟
友
会
、
鬼
北
ス
ポ
ー

ツ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
、
日
吉
・
コ
ー

ル
ナ
チ
ュ
レ
ル
、
富
母
里
神
楽
保

存
会
の
皆
様
で
し
た
。
そ
し
て

ゲ
ス
ト
に
、
慶
祥
流 

祥
芳
会
と

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
広
蓮
の
皆
様
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
広
蓮
の
ダ
ン
ス
で
は
、
若
い
お

母
さ
ん
方
の
声
援
で
、
一
気
に
会

場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。ま
た
、

神
社
で
し
か
拝
見
で
き
な
い
御

神
楽
。
そ
し
て
文
楽
の
見
事
な

演
出
は
格
別
で
し
た
。

　
事
務
局
の
児
玉
さ
ん
、
理
事

の
武
田
さ
ん
と
一
緒
に
受
付
を
し

な
が
ら
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
成
果

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
久
し
ぶ

り
に
若
返
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
照
明
音
響
の
方
々
、
司
会
の

井
上
副
会
長
を
は
じ
め
、
皆
さ

ん
の
陰
な
が
ら
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
芸
能
ま
つ
り
が
大
盛
況
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　
第
七
十
四
回
秋
季
県
展
移
動

展
が
、
十
一
月
二
十
日（
木
）
〜

二
十
五
日（
火
）六
日
間
の
日
程

で
広
見
体
育
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
作

品
は
前
期
分
と
後
期
分
を
合
わ

せ
て
、
日
本
画
二
点
・
洋
画
七
点
・

版
画
一
点
・
工
芸
三
点
・
写
真

二
十
六
点
・
書
道
三
十
八
点
、

合
計
七
十
七
点
を
展
示
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

作品「キラキラワニさん」

ふ
れ
あ
い
の
き
ほ
く
作
品

ふ
れ
あ
い
の
き
ほ
く
作
品

動
を
覚
え
る
。
　

　
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い

こ
と
は
、
そ
の
場
に
行
っ
て
『
本

物
』
に
出
会
い
、
そ
の
発
せ
ら
れ

る
魂
の
衝
撃
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
を
通
し

て
見
聞
き
す
る
の
と
で
は
比
べ
よ

う
も
な
い
感
動
が
あ
る
。

　「
皆
さ
ん
、
是
非
『
本
物
』

を
見
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
」

　
当
協
会
も
、
高
齢
化
に
伴
い
会

員
が
減
少
し
て
寂
し
い
こ
と
で
す

が
、
少
し
で
も
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

き
ほ
く
芸
能
ま
つ
り

き
ほ
く
芸
能
ま
つ
り

県
展
移
動
展（
鬼
北
会
場
）に
つ
い
て

県
展
移
動
展（
鬼
北
会
場
）に
つ
い
て

特
選
等
受
賞
さ
れ
た
作
品
の
前

で
大
勢
の
方
が
足
を
止
め
ら
れ
、

ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
県
展
移
動
展
は
、
本
協
会
が

「
地
方
文
化
振
興
の
た
め
の
展
示

会
等
の
開
催
」
と
し
て
「
重
点

事
業
」
に
掲
げ
て
い
る
事
業
の

一
つ
で
す
。
作
品
は
地
元
及
び

近
隣
の
市
町
出
身
者
の
ご
厚
意

に
よ
り
開
催
が
で
き
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
出
品

者
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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～お知らせ～
鬼北町文化協会の情報を鬼北町のホームページ

に掲載しています。

過去に発行した本誌のデータを確認できます。

鬼北町文化協会

鬼北の文化編集委員

河　添　英　樹

山　本　房　子

松　岡　美　保

井　上　静　雄

佐々木　友　子

児　玉　正　則

思
い
出
あ
れ
こ
れ

編
集
後
記
に
代
え
て

▼ 

昭
和
五
十
一
年
九
月
、
広
見
町
文
化
協
会
創
立
。
青

木
英
篤
会
長
の
も
と
五
十
団
体
が
集
結
。
高
齢
の
方

に
は
懐
か
し
い
「
ひ
ろ
み
シ
ネ
ク
ラ
ブ
」（
映
画
愛
好

会
）
等
が
活
躍
。
広
見
町
総
合
文
化
祭
を
毎
年
開
催
。

五
十
九
年
に
は
「
ひ
ろ
み
文
化
協
会
だ
よ
り
」
を
発

刊
。
六
十
年
か
ら
は
役
員
視
察
研
修
も
開
始
。

▼ 

平
成
十
七
年
の
鬼
北
町
誕
生
と
と
も
に
、
広
見
町
文

化
協
会
は
日
吉
村
文
化
協
会
と
合
併
し
、
鬼
北
町
文

化
協
会
が
産
声
を
あ
げ
る
。
会
報
「
鬼
北
の
文
化
」

を
発
刊
し
、
町
内
全
戸
に
配
布
。
こ
の
年
か
ら
「
き

ほ
く
美
術
展
」（
二
十
年
か
ら
「
き
ほ
く
作
品
展
」
に

改
称
）
と
「
き
ほ
く
芸
能
ま
つ
り
」
を
開
催
、
協
会

の
主
要
行
事
と
す
る
。
作
品
展
は
町
主
催
の
「
で
ち

こ
ん
か
」
に
開
催
日
を
合
わ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
観

覧
者
は
毎
年
四
〇
〇
人
を
超
え
て
い
る
。

　 

　
も
う
一
つ
、「
県
展
移
動
展
」
に
つ
い
て
（
往
時
を

よ
く
知
る
山
本
房
子
委
員
談
よ
り
）
当
初
、
旧
宇
和

島
市
・
広
見
町
・
吉
田
町
・
津
島
町
・
愛
南
町
が
持

ち
回
り
で
開
催
し
て
い
た
。
平
成
十
七
年
、
宇
和
島

市
が
開
催
を
や
め
、
十
八
年
か
ら
芝
令
香
会
長
の
尽

力
で
鬼
北
町
開
催
と
な
っ
た
。
出
展
者
の
協
力
に
よ

り
和
気
藹
藹
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　「
鬼
北
の
文
化
」
第
四
十
二
号
は
、
特
集
号
で
お

届
け
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
鬼
北
町
文
化
協
会
が
誕
生
し
て
か
ら

二
十
年
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
記
念
誌
の

発
行
を
視
野
に
入
れ
、
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
結
局

諸
種
の
事
情
か
ら
特
集
号
と
す
る
こ
と
に
し
、
理
事

会
の
承
諾
を
得
て
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
記
念
誌
の
発
行
を
見
送
っ
た
主
な
理
由
は
、
内
容

が
十
周
年
記
念
誌
と
大
差
な
い
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
し
た
。
そ

れ
と
い
う
の
も
、
令
和
時
代
に
入
っ
て
か
ら
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
所
属
団
体
の
ほ
と

ん
ど
が
活
動
の
停
滞
・
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
か

ら
で
す
。

　
今
年
度
は
特
集
号
で
止
め
る
か
わ
り
に
、
後
年
記

念
誌
を
発
行
す
る
時
の
資
料
に
な
る
材
料
を
盛
り

込
む
こ
と
を
柱
に
編
集
し
ま
し
た
。
記
念
誌
発
行
の

折
に
は
、
皆
様
方
の
要
望
や
意
見
を
取
り
入
れ
て
充

実
し
た
内
容
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
時
で

も
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
長

編
集
委
員
長

河
　
添
　
英
　
樹

河
　
添
　
英
　
樹

加入すれば
　　 ・地域のために活動できます

　　 ・他のグループと交流できます

　　 ・研修や発表の機会があります

文化協会に加入しませんか

お問合せ 鬼北町文化協会事務局
　　　　　（鬼北町教育委員会内）

　　　　☎45－1111（内線4112）


